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令和２年度　保健体育科

３　学習評価（評価規準と評価方法）

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
評価点の割合は、関心・意欲・態度50％程度、思考・判断・技能・知識50％程度。

社会的に健康に関心が高まる一方、体を動かしたり、スポーツをする機会は減少し、二極化してい
るのが現状である。しかし、一生涯使い続ける体を鍛え、育てる時期は今しかない。この時期にこ
そ正しい体の動かし方や鍛え方、整え方を身に付け、様々な体力を養っていくことが必要である。
また、授業を通して仲間とのコミュニケーション力や共に協力して課題を解決していく力を身に付
けることも重要である。更に、より分析的に運動を捉えることで、今まで出来なかった事が出来る
ようになったり、各種目の本質的な楽しさに触れることで豊かなスポーツライフを築くことが出来
るのである。

２　学習の到達目標

各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができ
るようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育
て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。１，２年次に学習した内容をもと
に、自分達で種目選択・班編成を行い、全員で協力して各種目を安全に楽しく、かつその本質を味
わえるような活動を展開していく。その中で各自がリーダーシップを発揮し、運動場面におけるマ
ネージメント力を養っていく。
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現代高等保健体育（大修館書店）

Active Sports（大修館書店）
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・レポート

・体育理論のテスト ・技術テスト

・出席

ｂ：思考・判断

知識を活用し、技能の
向上につなげる。自己
や仲間の課題に応じた
運動を継続するための
取り組みを工夫でき
る。
運動を継続したり、体
力や技能向上のための
計画を考えることがで
きる。
学習で得た成果を自ら
応用･発展させ、生涯に
わたって、運動に親し
むことができる。

・レポート

等 等

・受講態度

運動の技術の名称や行
い方、体力の高め方、
課題解決の方法、練習
や発表の仕方、スポー
ツを行う際の健康･安全
の確保の仕方について
の具体的な方法を理解
する。
スポーツの歴史、文化
的特性、スポーツとの
関わり方について理解
する。

c:運動の技能

記録や技能向上に挑戦
する。運動の合理的な
実践を通して、種目特
性に応じて勝敗を競っ
たり、攻防を展開した
り、表現するための各
領域の運動特性に応じ
た段階的な技能を身に
付ける。
仲間と協力して各種目
を楽しむ。

・技能観察

ａ：関心・意欲・態度

受身の授業ではなく、
常に積極的に授業に取
り組む事が大切であ
る。出来る出来ないで
はなく、いかに前向き
に取り組むかというこ
とである。また、授業
に取り組む中で、周囲
の仲間の力量や身体の
特性を判断していく事
も集団で活動する上で
は重要である。仲間と
協力して、安全にかつ
各種目の特性に触れ、
運動の楽しさ味わう。
公正・協力・責任・参
画などの態度を身に付
ける。
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・体育理論のテスト

・レポート ・レポート ・技能観察



４　学習の活動

上記3種目から1種目を選択
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※　表中の観点について　　ａ：関心・意欲・態度　ｂ：思考・判断　ｃ：運動の技能　ｄ：知識・理解

※　原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）
　　の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて
　　いる。

レポート

各種目の楽しさや喜びを味わうことができ
るよう、相手やルールを大切にする。グ
ループでの構成や、チームの作戦などの話
し合いに積極的に参加している。
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期
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期
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受講態度の観察

d:

生涯にわたって球技を豊かに実践するため
の自己の課題に応じた運動の取り組み方を
工夫している。

各種目の特性に応じた技能や技術を身に付
けている。また、身に付けた技能を駆使し
仲間と連携した試合をおこなえている。

技術の名称や、ルールを理解し、実践しよ
うとしている。

○ ○

各種目の特性に応じた技能や技術を身に付
けている。また、身に付けた技能を駆使し
仲間と連携した試合をおこなえている。

技術の名称や、ルールを理解し、実践しよ
うとしている。

○

○ ○

技能観察

○

レポート

各種目の楽しさや喜びを味わうことができ
るよう、相手やルールを大切にする。グ
ループでの構成や、チームの作戦などの話
し合いに積極的に参加している。

生涯にわたって球技を豊かに実践するため
の自己の課題に応じた運動の取り組み方を
工夫している。

○

技術の名称や、ルールを理解し、実践しよ
うとしている。

○

○

　ライフスタイルに応じたスポーツ

A.ソフトボール ○ ○

生涯にわたって水泳に親しむため、課題に
応じた取り組みを自ら考え実践している。

水泳の特性を理解し、効率的な泳法を身に
付ける。また、スタートやターンの技術を
習得し、スピードにのった泳ぎに繋げるて
いる。

テスト

水泳の楽しさや喜びを味わう。マナーや
ルールを大切にし、水泳の事故防止に留意
し、積極的に自己の泳力向上に取り組んで
いる。

受講態度の観察

受講態度の観察
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b:

主な評価の観点

学習内容
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評価方法単元（題材）の評価規準
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C.サッカー

＊各種目に体つくり運動を含む

A.バレーボール

B.バスケットボール

上記3種目から1種目を選択

　生涯スポーツの見方・考え方

・体育理論 ○

レポート

・水泳 ○

（クロール、平泳ぎ、背泳ぎ 　

　バタフライ）

・体育理論

B.バドミントン

水
泳
　
体
育
理
論

C.卓球

　日本のスポーツ振興

　スポーツと環境

＊各種目に体つくり運動を含む
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